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１．研究の背景・目的
　 身近に集められる材料で水をきれいにろ過

できるなら、給水設備の整わない地域や災害

時にも活用できると思い、その精度とかかる

時間を確かめる実験を行いました。

３．結果

補足：装置が乾いたあと濾された泥が固まっていた。

２．研究方法
　 下記写真１の2Lペットボトルを用いた

ろ過器を製作して写真2にある600gの水

と40gの泥でできた泥水を２つ用意し、そ

れぞれ層の量を調節してろ過する。

写真1　　　　　　　写真2

４．考察
[精度について]

　 ２回目のろ過ではかなり泥が濾され、飲用水に用いるにはリスクが

大きいが排泄や衣服の洗浄などに活用できそう。

[効率について]

　 1度にろ過できる水の量は600gで、1L(1000g)の水を得るのにかか

るおおよその時間は、31分5秒×1000g/600g≒51分48秒である。1L

の生活用水を得るのに小１時間をかけるのは現実的と言えないが雨水

などと併用すれば足しになるかもしれない。

[実用について]

　 １度乾くと泥が固まって装置が使えなくなることから、使用し続け

るにしろその都度装置を作成するにしろ実用性に乏しいと思われる。

[課題解決方法]

　目が細かい使い捨てられる布を用いることでろ過した泥の大部分を

取り除くことができると考える。

５．結論
　ろ過した泥を処理できるフィルターを考案し、またろ過の効率を上げ

なければ災害時・給水設備のない地域でこの装置を自作すること

にさほどの価値はない。
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